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論文内容要旨
研究自的
 Baロ鑓が臣脾症兼肝硬変なる心疾患をBa.且悦病として記載して以来,本渡の独立性に関し
 ては多くの検討が加えられ.郵その後,独立疾、患ではなく一つの症候群として取扱われる様にな
 った。鞍に今ほ,米麟に腐いて,本症は肝内及ぴ肝外門豚系の閉塞によるうつ血性脾腫である
 とし,その代表的なものは肝硬変症であるとの見解が最も有力である。しかし肝内にも,肝外
 にも何ら門豚系の流通障害を見撮せない巨大な脾腫例:が1囂々冤患されることから,肝病変に歯一
 次的原因を求める見解には未だ多くの疑問が残されている。一方,本症に布いては,むしろ騨
 性因子を重醜し,副脾のみにより,曲液所見の改善のみならず,肝病変の進展は阻比され,或
 いは肝病変が改善されるとなす報告も少くない。本研究の目的は阪これらの、点を解明すべく,
 当教室に諾いて手術盛れたBαntエ症候i群82例を対象として,肝病変及び肝機能面より承症
 を観察し章本症の発生機転上,肝が如何なる意義を有するかについて吟味ぜんとするにある。
 検索材料及ぴ検嚢方法
 検索対象は過去22年間,当教室で手術されたBaBもi症候i群82例である。これら症例に
 つレ・て,先づ,窪)本症の肝病変を組織学的に検索し,次いで,2)本症の肝機能を詳細に観
 察し・歎・5)易僻触賄った74例中尉術者64例0いて瀞搬及び肝繍帥面よ
 り本症の遠隔成績な逼塞し,そして,4)生存者のうち41例について棚脾後遠隔時の肝機能
 が如何に推移するか,更に蔑た,5)55例について肝生検によウ,瑚脾後遠隔時における肝
 病変の推移について検索した。
検嚢成縷
 1肝病変肝組織標本は捌脾時,肝友葉辺縁部よウの僕伏切片にて作成した。著者は肝病
 変をその組織像より,著変な恥もの(第1型),.グリソソ鞘を中心として優性炎融象或いは線
 維化を示すもの(第藍型),肝便蒙像を示すもの(第班型)に分類・すると,教嚢例82例では
 第五型4例(4.9%),第五型65例(795%),第1紅型マ5例(」5.8%)で大部分が第
 五型に属した。
 五肝機能窪)塗清黄疸指数黄痩例は76例中マア例(22%)で,しかも肝硬変例に
 多い。2)8.8.P.障害例は64例中28例(44%)で,肝病型に無関係に触ぽ岡率にみ
 一窪4ト
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 られ鶴5)血清膠質反応障警例は65例中57例(57%)でンやはり肝硬変例に多かっ
 た。
 遮肝病変よりみた本髭の予後4)肝病型と予後第1型の2例は健在.o第五型は52例
 中9例(17%)が肝不全,吐血その他で死亡したが,8年以上生存中(最長14年6ケ月)
 のものは8例もあった。第亜型はコ0例中4例(40%)が肝不全その他で死亡したが,その
 他は健在である。2)血清黄疵指数と予後死亡率は無黄疵例11%,黄痩軽度例18%,黄.
 瘍離綱40%鴫黄狙例駕死亡例ヵ滲ヵ疏。5)賄.P=と予後死亡率はB.昂.P.正常侮
 69%・障害軽魔例5誘%,障害高痩例50%で,やは郷章書腐度例に死亡輩が高かった。、
 4)血清耀質反応と予後血清膠質反応障簿の程慶と生存状況の間に特に関係は認められなか
 った。
 ユV劉脾後における肝機能の消長1)血清黄疸指数の消長術前は41例中黄疸例は窪0例,
 遠隔時は5例(うち2例は悪化例)腐除き黄疸は消失した。2)B.S.P・の消長術繭は
 40例中障害例はコ6例,遠隔時は3例(うち1例は悪化例)を除窓正常に恢復した。3)血
 清膠質反応の消長術前は4e偶中障害例は25例,遠隔時は8例を除廷正常に恢復した。
 V肝憩織所見の推移本癒の縫箔上グリソン鞘管中心とした曝性炎症及び線維化の程度よ
 9判定した。肝緯織標本は遠隔時はS舷verman穿刺針による肝生検法で作成した。マ)6
 ケ月～2年経遍群窪5例では5例は搦脾時に比べ肝病変がやや好転したと、思われたが,勉は捌
 脚寺と大差ない02)2～5年経過群では7例中2例は捌脾時に較べて好転したと思われたが『
 その飽は殆んど易獅時と変磨く,薄た肝病変の進展したと思われる例はなかった。5)5～8年
 経邉群9例では肝病変悪化例は2例みられたが,好転したと思われるものは4例,不変5例で
 ある。4)8年以上経過群6例ではで例は手術時と大差ない所見を示したが,飽はすべて好転
 したと思われる純織像宿示した。
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結 語
 著者は蝿教室で手術したBα且琶症候群82例を検索し,次の成績を得た。マ)本症の肝組
 織像の約8e%は優性肝炎,或いは所謂偽性肝硬変像死示し,肝硬変例が極めて少なかった。
 2)肝機能障害は肝硬変例に比較的高慶にみられたが,肝病1変の程度iと明瞭な相関々係はなか
 った05)本症の予後は肝障害の程度:と密接な関係をもち,肝病型の面からみれば,肝硬変例
 に比し地理では死亡例は極めて少なかった。宏た肝機能の面からみれば,死亡例はやはウ障害
 高慶例に多かった。4)肝機能障害は,麹脾後著明に改箏する傾向が認められた。5)本症に
 潜ける捌脾後長期経過例め肝麹織像は手術時の肝に比べて,グリソン鞘の優性炎症或いは線維
 化の穫i慶が改善ざれπと思ηれる症例が多く・本症では副脾が肝病変の進行徹阻止乃至肝病変
 を改善煙しめることが判明した。以上肝病変の瞬からみても,瑚騨が本症に対して有効である
 こと縞本症では肝劫もむしろ榔性因子を重視すべきことを示唆するものと、思われる。
 一可5〔ト
 審査結果の要旨
 著者は武藤.楓外科教室に歩いて手術をうけたパンチ症候群82例を対象として,本症を肝病
 変及び肝機能の薗よウ観察し、本症成國にかける1汗臓の占める意義を検討して,次の結果を得て
 いる。
 すなわち戸)本症の肝病変を,変化ないもの(第1型),グリソン鞘を中心とした優性炎症及
 ぴ線尉紡ヒを示・すもの(第五型)及び弩干硬変像〔第皿型)の5型に分野饗した力玄,その中第五型を示
 すものが大部分(8D%)で,肝硬変例は極めて少ないことを明らかにした02)肝機能につい
 ては,黄疸指数,B.S.P.及び諸膠質反応について検査したが,やは匂肝硬変例に機能障害例
 が多いが,じかじ肝病変の程度と密接な関係はなかった。5)捌1檸後耐術春64例について,肝
 病変及び肝機能の面よりその遠隔成績を追求し,肝硬変及び障害高度例に死亡率は高いが,長期
 生存例もみられた。4)ついで銅牌後6ケ月以上経過し,しかも生存中の4窪例κついて,遠隔
 噂肝機能検査を行ったところ,著明改善例が多く,肝機能の面からみて別脾が極めて有効であっ
 たと述べている。5)本論文で最も注冒すべき点は,劉脾後遠隔時に,55例もの多数例につい
 て,肝の針生検によ9肝病変の推移を詳鵜に検索している点にある。すなわち捌緯時の肝に比し,
 翻卑後長期経過例の肝組織1象は改善をみた症例が極めて多く,8隼以上経過群6例では,不変窪
 例を除き他はすべて好転したという。そして本癒では捌脾が肝病変の進行を阻止或いは改善せし
 め縛るものと結論している。
 従来の文献では嗣一症例に関して,しかも獺卑後長期経過例について,肝の録生検によって肝
 病変を追求した報告は見当らず,著書が釧脾後遠隔時に肝病変が好転することを実証したことは,
 極めて興味深く,かつ費1璽と言うべきである。
 したがって本論交は学位を授与するに価値あるものと判定する。
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